
警戒水位　３ｍ

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

14 16 18 20 22 24 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

水
位
（

ｍ
）

-1000

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

流
量
（

㌧
）

川辺川実績流量

球磨川本川の支川からの流量

市房ダムからの放流量

次の洪水に備え、貯水位を下げるた
めに放流した量
市房ダム洪水調節効果量

昭和４０年７月２日～３日　市房ダム貯水位

283.0m
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昭和４０年７月２日～３日市房ダム流入量と放流量
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計画を超える洪水時において、通常
行われる洪水操作(上記①～④)によっ
てダムから放流を続けるとダムの容量
が満杯になる（貯水位がサーチャージ
水位を超える）ことが予測される場合
は、右図③’のようないわゆる「ただ
し書き操作」を行うこととなるが、こ
の場合でも、流入量以上に放流するこ
とはない。

市房ダムの洪水調節について（１）
洪水調節について

降雨

流
量
(m3/s)

雨
量
(㎜)

時間
①

②

③

③’

流入量
300m3/s

貯
留

ダムの容量が満杯になること
が予測される場合の操作

ただし書き操作の場合
でも流入量以上に下流
に放流することは無い。

計画最大放流量

650m3/s
④

①

①②③④は、計画規模を超えない場
合の洪水調節と同じ操作

球磨川水系

降雨 【洪水調節図】雨
量
(㎜)

流
量
(m3/s)

時間

①

②流入量
300m3/s

③

④

流入量ピーク

貯
留

①

①調節無し【流入＝放流】

計画最大放流量

650m3/s
②流入量に応じて徐々に(一定率で)
放流量を増加。【流入＞放流】

④流入量が減少し、放流量と同じになった
ら、下流水位の状況を見ながら次の洪水
に備え、ダムの貯水位を下げるため放流。【流入＜放流】

流入量

放流量

（A）通常の操作の例（昭和４０年７月洪水）

(Ａ)通常の操作

(Ｂ)ダムの容量(洪水調節容量)が満杯になることが予測される場合の操作【ただし書き操作】

ダムに水を
貯める操作
（洪水調節）
流入＞放流

次の洪水に備え、
貯水位を下げる操作

流入＜放流

ダムの容量内で通常の
操作により調節。

市房ダムによりピーク時の
水位は低下

１時間に最大８０㎝程度の水位上昇

柳瀬地点最大流量
（約3,000m3/s）

人吉地点最大流量
（約5,000m3/s）

市房ダム最大放流量
（521m3/s）

市房ダム洪水調節効果量
（341m3/s）

最大放流量
毎秒521㌧

ﾋﾟｰｸ時、毎秒341㌧
を減じて放流

【洪水調節効果】

最大流入量
毎秒862㌧

計画最大放流量計画最大放流量650m650m33//ss以下で放流以下で放流

140.0

実 績 水 位

市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)

14　 16　 18　 20　  22　  ０ 　 ２　　４　　６　　８　 10　　12　 14　 16　 18　 20　 22
1000

１

流入＝放流
(貯水位の上昇はなし)

流入量ピーク

▽ただし書き操作開始水位

洪水調節容量の８割の
容量に相当する水位

▽サーチャージ水位

最高貯水位

▽制限水位

貯
水
位
(m)

貯水位

流入量

放流量

人
吉
流
量

市
房
ダ
ム
を
無
し
と

想
定
し
た
人
吉
流
量

人
吉
流
量

※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例

資料２ ７回目の委員会
での審議の補足

▽設計洪水位

「ただし書き操作」
貯水位がサーチャージ水位を超えるこ

とが予測され、貯水位がただし書き操作
開始水位(洪水調節の８割の容量に相当
する水位→８割水位)を超えた時点より、
ダムからの放流量を流入量と同じになる
まで徐々に近づけて貯水位の上昇を抑え
ていく操作。

洪水調節
容量

○サーチャージ水位
計画規模を超えない場合の洪水調節時に
貯める事が出来る最高の水位

○設計洪水位
予想される最大の洪水が発生した時の洪
水時の流入量を想定し、その流量をダム
で放流する事ができる水位【異常洪水で
も、これ以上上がらない水位】

③流入量が最大に達した時点から
一定量で放流。 【流入＞放流】

ただし書き操作により、貯
水位の上昇を抑える。
(流入＝放流となることで、
水位は一定となる。)
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次の洪水に備え、貯水位を下
げるために放流した量
市房ダム洪水調節効果量
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次の洪水に備え、貯水位を下げるために放流した量

市房ダム洪水調節効果量
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月日 ８月５日 ８月６日

(283.00m)

人吉地点最大流量
（約4,700m3/s）

柳瀬地点流量
（約1,700m3/s）

市房ダム放流量
（628m3/s）

サーチャージ水位

ただし書き操作

貯
水
位

流
入
量
・
放
流
量

水

位

(ｍ)

昭和46年8月5日～6日の市房ダムの放流状況

(TP.m)

(m3/s)

流

量

(m3/s)

（Ｂ）ダムの容量が満杯になることが予測される場合の操作
(ただし書き操作)の例 ＜昭和４６年８月洪水＞

最高貯水位(283.01m)

市
房
ダ
ム
雨
量

(㎜)

※市房ダム操作に関する資料出典：熊本県
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水
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・
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流
量
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位

(ｍ)

(TP.m)

(m3/s)

流

量

（m3/s)

実 績 水 位

市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)

昭和57年7月11日～13日の市房ダムの放流状況

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ
547m3/s

第一期制限水位

(277.50m)

ダムの水位がサーチャージ水位を
超えると想定された時点で、ダムか
らの放流量を流入量と同じになるま
で徐々に近づけ貯水位の上昇を抑え、
流入と放流量が同じになった時点で
流入量＝放流量（貯水位の上昇はな
し）とする操作を実施

市房ダム放流量
（770m3/s）

最高貯水位（281.49m）

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ
740m3/s

サーチャージ水位

(283.00m)

下流の水位の状況を見な
がら放流量を調節

第一期制限水位

(277.50m)

人吉地点最大流量
（約3,600m3/s）

柳瀬地点流量
（約1,800m3/s）

7月11日 7月12日 7月13日
時刻
月日

時間雨量

貯 水 位

流 入 量

放 流 量

凡 例
時間雨量

貯 水 位

流 入 量

放 流 量

凡 例

(㎜)

市房ダムの洪水調節について（２） 球磨川水系

市房ダム洪水調節
最大効果量（547m3/s）

市房ダム洪水調節
最大効果量（809m3/s）

1000
1000

（Ｂ）ダムの容量が満杯になることが予測される場合の操作の例
(ただし書き操作)の例 ＜昭和５７年７月洪水＞

２

※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例

人吉地点における
流量の構成

人吉地点のピーク流量：
約3,600m3/s
<川辺川からの流入>
→約1,800m3/s(約５割)
<市房ダム放流量>
→770m3/s(約２割)

人吉地点における
流量の構成

人吉地点のピーク流量：
約4,700m3/s
<川辺川からの流入>
→約1,700m3/s(約４割)
<市房ダム放流量>
→628m3/s(約１割)

※次の洪水に備え、貯水
位を下げるための放流
を実施した以降の凡例
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(280.70m)

ただし書き操作

人

吉

流

量

市

房

ダ

ム

を

無

し

と

想

定

し

た

人

吉

流

量

人

吉

流

量

人

吉

流

量

市

房

ダ

ム

を

無

し

と

想

定

し

た

人

吉

流

量

人

吉

流

量

人

吉

流

量

市

房

ダ

ム

を

無

し

と

想

定

し

た

人

吉

流

量

人

吉

流

量

人

吉

流

量

市

房

ダ

ム

を

無

し

と

想

定

し

た

人

吉

流

量

人

吉

流

量

下流の水位の状況を見な
がら放流量を調節

1.00

1.50

2.00

2.50
3.00
3.50

4.00
4.50

5.00

5.50

警戒水位 3m ・人吉地点において、１時間で
最大３０cm程度の水位上昇

・市房ダムによりピーク時の
水位は低下

実 績 水 位

市房ダムを無しと
想 定 し た 水 位

凡　例　(人吉地点)

人吉地点

1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50
4.00
4.50
5.00
5.50

警戒水位 3m

・人吉地点において、１時間で
最大４０cm程度の水位上昇

・市房ダムによりピーク時の
水位は低下人吉地点

ダムの水位がサーチャージ水位を
超えると想定された時点で、ダムか
らの放流量を流入量と同じになるま
で徐々に近づけ貯水位の上昇を抑え、
流入と放流量が同じになった時点で
流入量＝放流量（貯水位の上昇はな
し）とする操作を実施



低下後水位 最高水位 最大放流量 ﾋﾟｰｸｶｯﾄ量

（標高.m） （標高.m） (m3/s) (m3/s)

実　績 8/4   1:00
（ｹﾞｰﾄ放流開始）

－ 283.01 792 547

①(12時間前） 8/3 13:00 268.51 281.30 686 547
②（24時間前） 8/3   1:00 266.05 281.31 687 547
③（36時間前） 8/2 13:00 265.04 281.31 687 547
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検討結果（ケース③）
事前放流を行った場合の貯水位の変化

最高水位
 283.01m 最高水位

281.31m

最大放流量

792m3/s

最大放流量

687m3/s

8/4 23:50
暴風雨洪水
波浪高潮警報

8/4 1:30
大雨強風
波浪注意報

時　刻

時　刻

8月2日 8月3日 8月4日 8月5日 8月6日

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ

547m3/s

実 績

①12hr前

②24hr前

③36hr前

大雨強風波浪

注意報

暴風雨洪水波

浪高潮警報

市房ダム

那覇

台風19号の経路

市房ダムにおける事前放流について

事前放流とは？
洪水が発生する恐れがあるときに、予め貯水位を一定の水位まで低下させダムの洪水調

節容量の確保・拡大を図るための放流のこと
（計画規模を超える洪水等においても洪水調節機能を発揮させることを目的）

球磨川水系

○過去のただし書き操作を実施した昭和４６年８月洪水において、仮に事前
放流を実施していた場合の検討を実施

（実際に放流を開始した時刻の12,24,36時間前に事前放流を行った場合の計算を実施）

【検討結果】

熊 本 県 整 理

EL264.7m

【事前放流開始までの流れ(事前に操作ルールを定める)】

降

雨

・
洪

水

の
予

測

事
前
放
流
実
施
の
判
断

・熊本県企業局（発電事業者）

・３土地改良区（受益面積3,570ha）

・関係市町村（人吉市ほか）

同意・承諾

関係機関との協議 事
前
放
流
の
実
施

【 事前放流シミュレーション計算結果 】

ｹﾞｰﾄ敷高

EL283.0m
ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位

EL277.5m

事前放流

第一期制限水位

検討結果（ケース③）
３６時間前に事前放流を開始した場合

●洪水前に農業用水や発電用水の水を放流しておくことが考えられないのか

※ただし書き操作開始水位は280.70m

洪水調節容量

洪水が予測される場合

事前放流

制限水位

利水容量

流

入

・

放

流

量

－    流入量

－    放流量

洪水調節

事前放流

貯水位が低いため、放流能力がな
く、流入＝放流が出来ない 530㎝

▽270m
貯水位

▽265m

▽265m
貯水位

264.7m
ｹﾞｰﾄ敷高

30㎝ ▽270m

【課題点】
・貯水位の低下には長時間を要するため、洪水発生前の早い段階で事前放流を判断し開始しなければならないが、
そのためには、台風の進路や近年増えている突発的な降雨の正確な予測が必要

・利水の共同事業者の協力が不可欠（降雨がなく水位の回復に支障があった場合には補償が生じる可能性がある）
・貯水位が２７０ｍ以上ないと最大３００m3/s放流することが出来ないため、現放流施設であれば、事前放流水

位が２７０ｍまでとなり、第２期制限水位(２７０ｍ)期間での事前放流を行う場合は、放流施設の改良が伴う。

流入＝放流が出来ないため、貯水位は上昇

昭和46年8月洪水において、事前放流を実施し
ていた場合は、最大放流量を軽減させることがで
きるが、ﾋﾟｰｸｶｯﾄ量は事前放流の有無にかかわら
ず同じ547m3/sとなる。

また、事前放流を行っていても３ケースとも
「ただし書き操作」を行う必要がある。

これは、事前放流を行ったとしても、貯水位が
270m以上ないと、水位とゲート敷高の関係から、
放流能力がないため放流できず、事前放流で低減
させた容量を貯めてしまう結果となった。

３



越水しても破堤しにくい堤防に向けての取り組みついて

昭和61年小貝川の破堤

フロンティア堤防のイメージ（平成１０年度検討）

フロンティア堤防は、越水しても破堤しない堤防ではなく、破堤しにくい堤防
を目指すものであり、一般の堤防と同じく、計画高水位を超える洪水に対して
は、破堤を含め安全性を保証できない。

越流

小貝川

破堤

小貝川

アスファルト舗装

法肩保護工

張ブロック 裏法保護工

ドレーン工 法尻工

排気層
遮水シート

国管理河川における破堤件数の推移

越流が始まる 越流により破堤

210

71
51 58

27 120

50

100
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200

250

S20年代 S30年代 S40年代 S50年代 S60～H６ H７～H18

浸水戸数約4,500戸

浸水面積約4,300ha

計画高水位まで施工した護岸

破堤件数
昭和20年代　 国管理河川における破堤件数：200件超 国土の荒廃、河川事業の停滞

昭和30年代　 20年代と比べ破堤件数は減少 河川整備の実施

昭和40、50年代　 破堤件数は横ばい

昭和51年 

昭和50年代半ば～

平成9年度～

現在

越水しても破堤しにくい堤防の検討が始まった背景

堤防の構造の原則

越水しても破堤しにくい堤防に向けた取り組み

昭和40年代から土木研究所において堤防を強化することで少しでも破堤しにくい堤防とするための研
究に着手

堤防は土堤が原則であること、洪水は自然現象であること等から、堤防は過去
の洪水現象から経験的に通常起こりうると判断されるような流水の作用に対す
る安全性しか確保できない

河川管理施設等構造令
「計画高水位以下の水位の流水の通常の作用に対して安全な構造とする」

模型実験の実施等により、越水による堤防の破壊プロセス、越流特性に関する
研究を開始

※堤防が完成していれば計画高水位以下の洪水の通常の作用に対しては安全性を有する
が、計画高水位を超える洪水に対しては、破堤を含め安全性を保証できない

試験施工を行ったが、堤防は長期にわ
たり嵩上げ、拡幅を繰り返しつくられてき
たものであるとともに、堤防天端高の不
揃い、樋門等弱点箇所の存在などの課
題があり、越水しても一連区間で破堤し
にくい機能を保証することは困難

計画高水位を超え越水しても少しでも破堤
しにくい堤防をフロンティア堤防として、現
場で試験的に施工

引き続き、課題に対応した検討を
実施

球磨川水系

４



萩原地区の深掘れ対策と堤防強化の整備の考え方 球磨川水系

○萩原地区は、背後に八代の市街地が広がり、さらに旧河道を締め切った箇所で水衝部と
なっており治水上重要な箇所。

○萩原地区の重要性を鑑み、出水期やアユの生息等に配慮しながら、以下の対策を進める。
①深掘れが著しいことから、岩砕等の埋め戻しによる深掘れ対策を現在実施中。
②深掘れ対策が完了後、堤防の侵食を防ぐことを目的に高水敷を造成。
③高水敷造成後、断面が不足している堤防の拡幅を実施。

○水衝部にあたることから、堤脚部で著しい深掘れが発生。これが進行する
と護岸の崩壊や堤防のすべり破壊、さらに既設橋梁への影響を防止する目
的とし、岩砕等による深掘対策を実施。

①深掘れ対策

台船により岩砕等の埋戻しを実施
（水上施工の場合）

袋詰根固め

通常時水位

台船

袋詰根固め

クレーン

根固めブロック
(災害復旧等で設置)

施工幅

捨石

捨石

②高水敷の造成

③堤防の拡幅

肥薩おれんじ鉄道

現況地盤面

縦横比１：１０

▽ 計画高水位

③堤防の拡幅

②高水敷の造成

ＪＲ肥薩線

萩原地区の深掘れ
対策、堤防強化の
整備のイメージで
あり、構造等につ
いては、今後詳細
な検討が必要。

①深掘れ対策：岩砕等の埋戻しを実施

7k600
（右岸）

八代市街地

ＪＲ八代駅

【課題】
○出水期、アユの生息等に配慮が必要である
ため、１１～２月の４ヶ月での施工。

○深掘れが著しい箇所では、水深が深い等の
理由から陸上施工が困難な場所が多いため、
水上施工で対応。この場合、工事中の安全
確保の観点から、台船の設置数は限定。

【今後の対応方針】
○深掘れの比較的浅い箇所での施工（陸上施
工）では、可能な限り多くのパーティー数
で工事を行うなどにより早期完了に努める。

○右岸に集中している流れから堤防の侵食を防ぐことを目的として高水敷の造成を実施。

【課題】
○水中部の盛土を伴うため、施工可能な期間は１１～２月の４ヶ月間。

【今後の対応】
○近隣工事と工程等の調整を行い、発生土のスムーズな流用を図るなどスピード
アップに努める。

○堤防の断面が不足している区間について、堤防の信頼度の向上を目的とし、堤防
の拡幅を実施。

【課題】
○洪水の安全な流下を図るため、洪水期を避けて施工(施工期間は１１～５月の７ヶ月間)。

【今後の対応】
○深掘れ対策及び高水敷造成後、速やかに堤防の拡幅に努める。

○萩原堤防の重要性を鑑み、これまで重点的に予算配分をしてきた。
仮に現在の予算ベースで試算した場合、20～25年程度で完成。

５

今後の取り組みについて



前川への分派の状況 球磨川水系

○流量配分図（現工事実施基本計画）

球磨川

新前川堰

球磨川堰 ●萩原

前川

4,000 7,000

3,000

H7.7洪水時の

流量観測値
工事実施基本計画

3,000m3/s

42.9%

4,000m3/s

57.1%

2,162m3/s

42.7%

前川

（前川橋地点）

2,896m3/s

57.3%

球磨川

（高田地点）

※赤字の数値は球磨川と前川に
分流する割合

新前川堰
球磨川堰

○工事実施基本計画では、萩原地点での計画高水流量7,000m3/sを球
磨川4,000m3/s、前川3,000m3/sに自然分派する計画。

○平成７年７月の洪水時に、流量観測を行った結果、球磨川・前川に
計画どおり４：３で分派されている。

球磨川

前川

高田地点：
2,896m3/s(57.3%)

前川橋地点：
2,162m3/s(42.7%)

新前川堰
球磨川堰

球磨川

前川

高田地点：
2,896m3/s(57.3%)

前川橋地点：
2,162m3/s(42.7%)

球磨川

前川

高田地点：
2,896m3/s(57.3%)

前川橋地点：
2,162m3/s(42.7%)

球磨川

前川

球磨川

前川

高田地点：
2,896m3/s(57.3%)

前川橋地点：
2,162m3/s(42.7%)

新前川堰
球磨川堰

スライドダウン評価について

計画堤防高

計画堤防断面

現況堤防断面

計画高水位＝
堤防が完成したとき
に安全に流下させる
ことができる水位

堤防の幅（断面）が不足している箇所の評価(スライドダウン評価）

計画堤防断面が現
況堤防断面の内側
に収まる（内包さ
れる）まで天端高
を下げる。

計画堤防高

計画高水位

現況で安全に流下させる
ことができる水位

スライド堤防高
※

○堤防区間の流下能力の評価にあたっては、堤防の高さに加え、堤防の
幅も考慮することが必要。

○堤防の幅（断面）が足りない箇所は、洪水を安全に流下させることが
できる水位を設定するため、計画堤防断面が現況堤防断面に収まるま
で堤防を下げて評価（スライドダウン評価）することとしている。

※ 計画堤防断面が現況堤防断面の内側に収まる（内包される）まで天端高を
下げた場合の堤防高を「スライド堤防高」という。

６



洪水時の中川原公園の影響について 球磨川水系

○洪水時における中川原公園の水位、流速等への影響について検討

中川原公園以外でも、
61k100の未改修箇所付近や
59k600の繊月大橋付近等で
流下能力の不足する区間が
存在。

図．中川原公園を除去した場合の水位
縦断の比較図（人吉地点で4,000m3/s
が流下した場合）

Ｈ17．2月 撮影

人吉城跡

人吉橋

水の手橋

球磨川第三橋梁

７

球磨川第3橋梁

水の手橋

人吉大橋

人吉橋

人吉地点胸川合流点

西瀬橋

繊月大橋

98

100

102

104

106

108

110

112

59 60 61 62

距離標　（km）　→

標
高
　
（
T
.P
.
m）

　
→

計算水位（現況河道）

計算水位（現況河道+中川原掘削）

計画高水位

平均河床高

中川原区間

水位縦断図（平均水位）

・現状における中川原公園付近の流
速は、前後区間と比較してとりわ
け速くはなっていない。

・中川原公園を取り除いた場合でも
流速・流向に大きな変化はない。

流速ベクトル比較図

水位縦断図（平均水位）

中川原公園を除去した場合のシミュレーション結果
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流速分布(右岸)
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距離標　６１ｋ４００
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中川原掘削

指定水位相当

中川原区間

中川原区間

当該箇所は、支川山田川・
胸川との合流部でもあり、流
れが複雑で河床変動をおこし
やすい状況であることから、
今後の河道整備にあたっては、
堤脚部の洗掘対策等を十分検
討し、かつ河床変動について
のモニタリングを実施してい
くことが必要。

未改修箇所



粗度係数検討区間
n=0.025,n=0.030,n=0.035

計画洪水位

粗度係数検証図(H16.8月洪水)

53k 54k 55k 56k 57k

測量及び観測等

（参考）流下能力等の検討にあたって（１） 球磨川水系

Ａ：阻害が少ない河道 Ｂ：河床に岩等の凹凸や樹木等の阻害が多い河道

石

樹木、植生

ただし、潮位の影響する区間等について
は、河床材料等から粗度係数を設定。

①河道の横断測量

（流速の観測）
○洪水時に浮子を川へ投下して、ある区間を
流下する時間を計測し、その区間の平均流
速を求める。

○河岸や橋梁の橋台などに残っている洪水の
痕跡（水の跡、付着した泥やゴミ、倒れて
いる草など）を測定し、洪水時の最高水位
の縦断を推定する。

⑤洪水痕跡からの縦断
水位の推定【洪水直後】

①河道の横断
測量

②洪水時の流速、
水位の観測

⑥粗度（粗度係数）の設定

③観測流量の算出

流れに対する抵抗（粗度）の設定

洪水が流下する河道断面の形状を測量。

（水位の観測）
○流速観測時には、水位観測も実施。

洪水痕跡水位
測定状況

流れの阻害（粗度）と水位の関係（同じ流量を流した場合の水位の比較）

河道の流量を検討するには河道の流れに対する抵抗（粗度）を求めることが必要。

石

樹木、植生

・河川の水位は、河床の岩や樹木等の流れの抵抗（粗度）によって影響
され、同じ流量でも粗度が大きいほど水位は高くなる。

・流下能力等の検討にあたっては、検討対象河川の粗度を設定する必要
がある。

流れに対する抵抗が少
く、低い水位で流れる。

流れに対する抵抗が大
きく、水位が高くなる。

③観測流量の算出

②洪水時の流速、水位の観測

○①、②で求めた河道の横断と洪水
時の水位から断面積（Ａ）を算出

○断面積と②で求めた流速（Ｖ）か
ら洪水時の流量（Ｑ）を算出。

Ｑ＝Ａ×Ｖ

④洪水のピーク流量の算出

④洪水のピーク流量の算出

（水位-流量曲線の作成）
平常時から洪水時までの様々な流量規模

において水位観測所の水位と③で求めた流
量の関係図を作成。

（洪水ピーク流量の算定）
水位－流量曲線より、水位観測所の洪水

時のピーク水位に対する流量を算出。

←
水
位

流量→

洪水時のピーク
水位から流量を
算出

洪水時の流速の観測イメージ

⑤洪水痕跡からの縦断水位の推定

⑥粗度（粗度係数）の設定

球磨川の粗度係数の設定結果

洪水時のピーク水位

洪水時のピーク流量

トライアル計算により、洪水の計算
水位と痕跡水位の縦断とが合致する
ように粗度係数等を設定する。
この場合は、粗度係数ｎ＝０．０３

※）河道区分：河岸、川底、河床勾配等の
違いを考慮し、河道を区分。

洪水痕跡水位
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計算水位(n=0.035)
計算水位(n=0.030)
計算水位(n=0.025)
痕跡水位(左右岸平均)
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：計画高水位

：河床整正前計算水位（人吉：3,600m3/s流量）

：平均河床高（現況河道H17年3月）

（T.P.m)

（参考）流下能力等の検討にあたって（２） 球磨川水系

◎流下能力の評価について

流下能力は、様々な流量で水位計算を行い、水位が評価時点の河道において洪水を安全に流下させることが可能な水位（堤防が完
成している場合は計画高水位）以下となる最大の流量。

【通常の流下能力算定の事例】
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←
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計算水位と計画高水位を詳細にチェック

【①の拡大図】
①

計算水位が計画高水位以下にあることを確認

【ダム反対側の流下能力算定根拠】

不等流計算という洪水の水位を求める計算手法を使って
人吉地区の現況河道（1994年河道）で流下可能な洪水流
量を計算したところ（準二次元不等流計算）、約4,300
トン／秒であった（図７）
※（第５回討論集会資料）

人吉の区間については、堤防が概ね完成していることから、計画高水位以下で流下可能な
洪水流量を算出

計算水位

計画高水位

２区間で計画高水位をオーバー

◎計画高水位以下での流下が確認できたため3,600m3/sを現況流下能力として評価
◎計画高水位を２区間で超えているため、当該流量が流
下した場合は危険な状態となる。よって、当該流量を
流下能力としては評価できない。

９


